
令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立鳩ヶ谷高等学校 】 

１実践テーマ 
 Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ ○Ⅴ（複数選択可） 

 

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
全生徒８３０名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（       ） 

② 行事名（ 球技大会  ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

（１）スポーツを楽しむ心を育成する 

（２）スポーツに対する興味と関心を高める 

（３）スポーツを通じて生徒の体力向上を図る 

５ 取組内容 （１）開催日 

 7 月１４日（水）９：００～１２：３０ 

 7 月１５日（木）９：００～１２：３０ 

 ７月１６日（金）９：００～１２：３０ 

（２） 会場 

 本校（グラウンド・体育館・卓球場） 

（３）種目 

  サッカー・バレーボール・卓球 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卓球」         「バレーボール」 

６ 主な成果 

 

・新型コロナウイルス感染防止対策のため、マスクの着用・競技

時間の制限・集合時間の徹底・手指のアルコール・共有で使用す

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



るスポーツ用具の消毒等、いくつものコロナ対策ルールを設けて

実施した。当日は、各種競技が設けたルールとコロナ感染対策の

ルールをきちんと守った素晴らしい大会となった。 

・オリンピック競技（サッカー・バレーボール・卓球）を楽しみ、

スポーツの興味と関心が向上した。 

・生徒個々の体力が向上した。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・コロナウイルス感染拡大防止のため、密にならないように競技

時間を制限・選手に集合時間を徹底するなど工夫した。また、密

にならない競技を選択した。 

・競技時間以外は、教室での待機とした。その待機時間を利用し

て、競技の戦略や配置等、選手自身が研究して競技に参加した。 

・大会ルールを事前に徹底した。当日教員は、周りからサポート

し、生徒の自主性や主体性を活かす大会とした。 

８主な課題等 ・大会の準備から当日の競技終了まで、生徒が主体となって運営

ができる大会にしたい。 

・どこまで新型コロナウイルス感染対策を生徒に徹底できるの

か。 

９来年度以降の

実施予定 

・球技大会の競技種目を引き続きオリンピック種目で実施してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立鳩ヶ谷高等学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
ボランティア同好会 

４６名（1年１４名、２年１５名、3年17名） 

３展開の形式 （３） 学校における活動  

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（ 部活動 ） 

（４） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

（１）マナーやおもてなしの心を育成する 

（２）地域・社会への奉仕の心を育成する 

（３）コミュニケーション能力を育成する 

５ 取組内容 （１）月１回の近隣・地域の清掃活動 

（５月、６月、７月、10 月、11 月、12 月、1 月、2 月） 

 ９月は緊急事態宣言中のため活動中止。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）イオンモール川口「イオンふるさと森づくり植樹祭」参加 

 開催日 ４月 １１日（日） 

 開催会場 イオンモール川口 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



（３）スポＧＯＭＩ甲子園２０２１出場 

 開催日 8 月２１日（土）  

 開催会場 大宮公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・地域や社会の活動に参加することで、他人に共感すること、自

分が大切な存在であること、社会の一員であることを実感し、生

徒一人ひとりの思いやりの心を育成することができた。 

・ボランティア活動は、個人の自発的な奉仕活動等に繋がるきっ

かけとなっている。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・地域への定期的な清掃活動を通して、積極的に地域の方に挨拶

しコミュニケーションを図った。さらに、地域のボランティア活

動に積極的に参加するようにした。 

８主な課題等 ・地域への清掃活動は、定期的に行っている。今後は、活動の場

を広げ、学校と地域とを繋げるコミュニティーづくりを進めた

い。 

９来年度以降の

実施予定 

・ボランティア部の活動は、引き続き継続し活動していく。 

 



令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立鳩ヶ谷高等学校 】 

１実践テーマ 
 ○Ⅰ  ･ Ⅱ ･ ○Ⅲ  ･ Ⅳ ･ ○Ⅴ（複数選択可） 

 

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
３年生徒２７５名 教職員40名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な探究の時間） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・パラリンピアン講演会を通じて、アスリートの生き方やスポ 

 ーツに関する様々なキャリアを学ぶ 

５ 取組内容 （１）開催日・会場 

 １２月２日（木）１４：３５～１５：２５  剣道場 

（２）演 題 「諦めなければ、夢は必ず叶う」 

        ～鳩高生に期待すること～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

・オリンピック・パラリンピック開催の年に、車いすラグビー選

手の岸光太郎さんを迎えての講演会は、大変有意義であった。５

０分間という限られた時間であったが、講演を聞いた生徒・教職

員にとって貴重な時間となった。講演会では、スポーツの楽しさ

だけでなく、車いすラグビーのルールや魅力なども講話いただい

た。パラリンピアンである岸選手から語られる経験に基づいた講

話は、生徒が今後の生き方について考える良い機会となった。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・この企画は、最低90 分必要な講演で、体験も含めた内容だ

ったが、時間の関係で講話のみとなってしまった。しかし、講

師の温かい心配りで、生徒を前面に出して、車いすを実際に体

験させるなど、限られた時間を有効に使っていただいた。ま

た、用意していただいたスライドには、写真等が多く、高校生

にわかりやすい内容のものであった。 

８主な課題等 ・パラリンピアンから直接話しを聞く機会をいただいたことで、

生徒たちに障害のあるアスリートのスポーツにかける熱い思い

が伝わった。パラリンピックに出場するなど、世界で活躍される

選手からの講話は、生徒にとって貴重な機会だと感じた。 

９来年度以降の

実施予定 

・今のところ予定はしていないが、パラリンピック選手をお呼び

して講演会を実施したい。また、岸選手の講話を聴くことができ

ていない生徒もいるため、もう一度講演会をお願いしたいと考え

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


